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（敬称略・50音順、6月30日まで受付分）まごころ
●北上市オリエンテーリング協会 …………
●北上市ペタンク協会 …………………………

181,295 円
6,000 円

（ほか54,000円を市内子ども食堂に寄付）

●Folk の森緑化推進協議会 ……………
●匿名 ………………………………………
●匿名 ……………………………………

5,000 円
1,000 円

100,000 円

北上市社会福祉協議会へ寄付
TEL 0197-64-1212　FAX 0197-64-7580

E-mail shakyou@kitakami.ne.jp
ホームページ https://www.kitakami-shakyo.jp/

編集発行

社会福祉法人 北上市社会福祉協議会
〒024-0012 北上市常盤台二丁目１番63号

発行：令和8年7月17日

No.216

きたかみ

社協だより社協だより社協だより
この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

社協は、
社会福祉協議会の略称です。
社協は、
社会福祉協議会の略称です。

　当協議会では、地域の中で支援が必要
な方の見守り・訪問活動などを行い、安心し
て暮らせるまちづくりを推進することを目的に
「福祉協力員」を委嘱しています。
　地域福祉の推進役として見守り活動のほか、高齢者サロン「ふれあいデイサー
ビス」の運営、民生委員・児童委員と連携協力や当協議会の事業に協力いただい
ております。

　当協議会では、地域の中で支援が必要
な方の見守り・訪問活動などを行い、安心し
て暮らせるまちづくりを推進することを目的に
「福祉協力員」を委嘱しています。
　地域福祉の推進役として見守り活動のほか、高齢者サロン「ふれあいデイサー
ビス」の運営、民生委員・児童委員と連携協力や当協議会の事業に協力いただい
ております。

福祉協力員は “地域の笑顔 ”のために
活躍しています

主な内容 ●令和7年度事業報告　●ひきこもり地域支援センター事業について
●日常生活自立支援事業の紹介　●ボランティアみみより情報　●社協支部情報

北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２

●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない記事については、全て下記にお問い合わせください。●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない記事については、全て下記にお問い合わせください。

社 協 支 部 情 報 江釣子支部

　江釣子支部では、「きれいかつ清潔を維持しましょう」
を合言葉に、毎年６～７月に通学や通勤で利用する江釣
子駅舎及びその周辺を江釣子小学校及び江釣子中学校
の福祉委員会を中心に、地域の福祉団体と連携し、清掃
活動を実施しています。
　例年100名程の方々に参加いただき、地域での支え合
いや助け合いの気持ちを育んできました。今年も６月30
日（火）に実施し、参加者全員が協力して駅舎の窓ふきや
周囲の草取り等の清掃活動を行い、気持ちよく利用でき
る江釣子駅舎となりました。
　参加した生徒は「駅を利用している方々が、気持ちよく使っていただければ嬉しい」と話し、支え合
いや助け合いの気持ちが地域に根付いていることを実感しています。来年度以降も、江釣子小学校
及び江釣子中学校、地域の福祉団体が一体となり、活動を継続していきます。

若い世代の福祉活動等参加促進検討会 (仮称 )を設置！
若い世代の福祉活動等参加促進検討会を開催しました！若い世代の福祉活動等参加促進検討会を開催しました！

　当協議会では、令和７年度から若い世代（児童・生徒を含む）が地域福祉活動等に参画する仕組みづ
くりの検討を行うことを目的に「若い世代の福祉活動等参加促進検討会」を設置しています。メンバーは

北上青年会議所役員、北上市PTA連合会会員、専門学校の
学生、地域福祉活動を実施する企業の社員、当協議会職員
です。
　去る６月11日に第３回（令和８年度第1回目）の検討会を
開催し、地域福祉活動に参加してもらうためのアイディアや
工夫についてグループワークを行いました。
　今年度は地域福祉活動やボランティア活動への参加を促
進するため、企画や募集を行う際の工夫などを整理した「ガ
イド」を作成する予定です。

J R 江 釣 子 駅 舎 清 掃 奉 仕 活 動 を 実 施しました

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子
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事業報告社会福祉法人北上市社会福祉協議会【令和 7年度】

2026 年 7 月 17 日発行きたかみ社協だより　No.216

　令和７年度は、北上市地域福祉計画と一体的に策定した当協議会の「第５次北上市地域福祉活動計画（令
和 6年度～令和 10年度）」の２年度目であり、各事業の指標の達成に向けて事業活動を展開しました。
　具体の事業報告は、地域福祉活動計画で取り組む４つの基本目標及び地域福祉を推進するための基盤づ
くりの次の５項目に基づき行います。（主な事業等の成果を抜粋して記載しています）

基本目標 333 充実した福祉サービスの
仕組みづくり

●物価等の高騰の影響を受けて生活に困窮している
方々へ、相談対応と併せて赤い羽根共同募金「生
活困窮者への緊急支援活動助成事業」を活用し、食
料品等の配布を通じた生活支援を行いました。
●フードバンク運営事業は、企業等による寄付の取
り組みが定着してきており、支え合う地域づくり
の気持ちが広がっています。

■車いす及びチャイルドシート貸出事業：
　車いす 利用者数 延べ63名、
　チャイルドシート 利用者数31名
■フードバンク運営事業：寄付件数342件
　（うちフードポスト65件）、提供件数286件
■子育てサロン事業：６回開催 延べ73名

●北上市社会福祉法人連絡会に参画し、地域における
公益的な取り組みについて検討を進めました。
●当協議会の事業を推進するため、市内各世帯等か
ら会費や寄付の協力をいただき、事業の推進や運
営に活用しました。

地域福祉を推進するための基盤づくり555

基本目標 444 暮らしやすい地域環境づくり

●買い物支援事業では、「買い物支援に係る事業所及
び内容一覧」の活用状況等の調査を行いました。
●「災害ボランティアセンター設置・運営に係る研
修訓練」に支援社協として参加し、災害ボランティ
アセンターの設置・運営や関係機関との連携強化
及び職員の資質向上を図りました。

■ふれあい移送サービス事業
　利用人数 延べ291名
■社協出前講座（病気及び障がい理解編）
　派遣回数８回、参加人数 延べ507名、
　体験用具の貸出２回

基本目標 222 地域福祉を支える
ネットワークづくり

●新たに実施した重層的支援体制整備事業では、複
雑化・複合化した支援ニーズに対し、関係機関と
の支援体制の構築を図りながら多機関協働の推進
等、継続的な支援を行いました。
●児童、生徒を含む若い世代が地域活動等に興味・
関心を持ち、参加する仕組みづくりを検討するた
め「若い世代の福祉活動等参加促進検討会（仮称）」
を設置しました。

■重層的支援体制整備事業：新規相談者数50名
アウトリーチ活動支援対象者把握者数25名

■若い世代の福祉活動等参加促進検討会（仮称）：
２回開催 延べ25名出席（青年会議所、市P連、
学生、企業等）

■ふれあいのまちづくり事業及び地域住民グルー
プ支援事業（小地域ネットワーク活動）

　ネット数279ネット、見守りや訪問等の活動回
数 77,290回

地域福祉を担う人づくり基本目標 111
●効果的・多角的発信や幅広い世代に対する情報発
信のため、メールマガジンを新たに配信しました。
●企業等のボランティア活動や地域貢献活動を支援
しました。
●市内学校の先生方と福祉教育やボランティア活動
の更なる充実に向けて、取り組みの紹介を交えな
がら意見・情報交換を行いました。

■あいさつ運動の推進：取組地区13ヵ所
■ボランティア発見講座：延べ32名参加
■福祉協力員活動：福祉協力員325名
　活動回数（訪問等）延べ81,787回
■北上青年会議所との懇談会：参加者16名
（青年会議所10名、社協６名）
■北上市ＰＴＡ連合会との懇談会：
　参加者（市Ｐ連15名、社協６名）

実 施 内 容

令和7年度  決算
住民の皆様からの会費  6%

市からの補助金  35%

市、県、県社協からの受託金  43%

法人運営  29%

地域福祉を推進  56%

収入合計　333,780 千円
支出合計　293,041 千円

・ボランティア活動センター事業 0.3%
・日常生活自立支援事業・
　成年後見利用支援事業 2.4%
・生活困窮者自立支援事業 12.6%
・生活支援コーディネーター事業 1.8%
・重層的支援体制整備事業 6.6%
・支部運営事業 4.8%
・ふれあいデイサービス事業 6.5%
・その他の地域福祉事業 21.0%

一般会費 ……………
賛助会費 ………………
団体会費 …………………
特別会費 ……………
合　　計 ……………

16,162,300 円
604,000 円
93,000 円

1,475,000 円
18,334,300 円

社協会費実績令和7年度
一般会費 …

賛助会費 … 
団体会費 … 

特別会費 … 

北上市社会福祉協議会の会費 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

社会福祉協議会とは…？
　民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織であり、社会福祉法に基づき、
設置されています。
　社会福祉協議会は、地域に暮らす皆様のほか、民生委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の
社会福祉関係者、保健・医療・教育など関係機関の参加・協力のもと、誰もが住み慣れたまちで安心して生
活することのできる「福祉のまちづくり」の実現を目指し、さまざまな活動を行っています。

会員とは…？
　社会福祉協議会の目的や事業等の趣旨に賛同し、活動を支援していただける方々を会員と定めており、会
員の皆様は会費を納めていただくことで『支え合い　誰もが　安心して　健やかに暮らせる　地域社会』を
つくる大きな力となっています。

会費の使い道は…？
　皆さまから寄せられた会費は、本誌２ページに記載している事業を推進するための大切な財源となってい
ます。大切に活用させていただきます。

お問い合わせ先：総務課

　地域福祉活動に参加するひとつの方法として、社会福祉協議会の活動にご理解いただき、会費納入に
ご協力をよろしくお願いいたします。

支え合い  誰もが  安心して
健やかに暮らせる  地域社会
支え合い  誰もが  安心して
健やかに暮らせる  地域社会 会員会費ご協力のお願い

※たくさんのご協力ありがとうございました。

年額 700円（市内全世帯）
※毎年、7 月から 9 月にかけて町内会・自治会を通じて皆様から
納入いただいております

年額 2,000 円 （北上市社協役員、民生委員・児童委員など）
年額 2,000 円 （市内関係機関、福祉団体）
※社会福祉法人１法人につき、単数施設の場合 2,000 円、複数施設
の場合 5,000 円

年額10,000円 （北上市社協の趣旨に賛同する個人、法人、団体など） 事業報告・会計の
詳細はこちら

共同募金配分金  3%

介護・障害福祉サービス事業の収入  8%

利用料・参加費収入  1%

その他の収入（寄附金収入など）4%
介護・障害福祉サービスを提供  8%

施設の管理運営  7%
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事業報告社会福祉法人北上市社会福祉協議会【令和 7年度】

2026 年 7 月 17 日発行きたかみ社協だより　No.216

　令和７年度は、北上市地域福祉計画と一体的に策定した当協議会の「第５次北上市地域福祉活動計画（令
和 6年度～令和 10年度）」の２年度目であり、各事業の指標の達成に向けて事業活動を展開しました。
　具体の事業報告は、地域福祉活動計画で取り組む４つの基本目標及び地域福祉を推進するための基盤づ
くりの次の５項目に基づき行います。（主な事業等の成果を抜粋して記載しています）

基本目標 333 充実した福祉サービスの
仕組みづくり

●物価等の高騰の影響を受けて生活に困窮している
方々へ、相談対応と併せて赤い羽根共同募金「生
活困窮者への緊急支援活動助成事業」を活用し、食
料品等の配布を通じた生活支援を行いました。
●フードバンク運営事業は、企業等による寄付の取
り組みが定着してきており、支え合う地域づくり
の気持ちが広がっています。

■車いす及びチャイルドシート貸出事業：
　車いす 利用者数 延べ63名、
　チャイルドシート 利用者数31名
■フードバンク運営事業：寄付件数342件
　（うちフードポスト65件）、提供件数286件
■子育てサロン事業：６回開催 延べ73名

●北上市社会福祉法人連絡会に参画し、地域における
公益的な取り組みについて検討を進めました。
●当協議会の事業を推進するため、市内各世帯等か
ら会費や寄付の協力をいただき、事業の推進や運
営に活用しました。

地域福祉を推進するための基盤づくり555

基本目標 444 暮らしやすい地域環境づくり

●買い物支援事業では、「買い物支援に係る事業所及
び内容一覧」の活用状況等の調査を行いました。
●「災害ボランティアセンター設置・運営に係る研
修訓練」に支援社協として参加し、災害ボランティ
アセンターの設置・運営や関係機関との連携強化
及び職員の資質向上を図りました。

■ふれあい移送サービス事業
　利用人数 延べ291名
■社協出前講座（病気及び障がい理解編）
　派遣回数８回、参加人数 延べ507名、
　体験用具の貸出２回

基本目標 222 地域福祉を支える
ネットワークづくり

●新たに実施した重層的支援体制整備事業では、複
雑化・複合化した支援ニーズに対し、関係機関と
の支援体制の構築を図りながら多機関協働の推進
等、継続的な支援を行いました。
●児童、生徒を含む若い世代が地域活動等に興味・
関心を持ち、参加する仕組みづくりを検討するた
め「若い世代の福祉活動等参加促進検討会（仮称）」
を設置しました。

■重層的支援体制整備事業：新規相談者数50名
アウトリーチ活動支援対象者把握者数25名

■若い世代の福祉活動等参加促進検討会（仮称）：
２回開催 延べ25名出席（青年会議所、市P連、
学生、企業等）

■ふれあいのまちづくり事業及び地域住民グルー
プ支援事業（小地域ネットワーク活動）

　ネット数279ネット、見守りや訪問等の活動回
数 77,290回

地域福祉を担う人づくり基本目標 111
●効果的・多角的発信や幅広い世代に対する情報発
信のため、メールマガジンを新たに配信しました。
●企業等のボランティア活動や地域貢献活動を支援
しました。
●市内学校の先生方と福祉教育やボランティア活動
の更なる充実に向けて、取り組みの紹介を交えな
がら意見・情報交換を行いました。

■あいさつ運動の推進：取組地区13ヵ所
■ボランティア発見講座：延べ32名参加
■福祉協力員活動：福祉協力員325名
　活動回数（訪問等）延べ81,787回
■北上青年会議所との懇談会：参加者16名
（青年会議所10名、社協６名）
■北上市ＰＴＡ連合会との懇談会：
　参加者（市Ｐ連15名、社協６名）

実 施 内 容

令和7年度  決算
住民の皆様からの会費  6%

市からの補助金  35%

市、県、県社協からの受託金  43%

法人運営  29%

地域福祉を推進  56%

収入合計　333,780 千円
支出合計　293,041 千円

・ボランティア活動センター事業 0.3%
・日常生活自立支援事業・
　成年後見利用支援事業 2.4%
・生活困窮者自立支援事業 12.6%
・生活支援コーディネーター事業 1.8%
・重層的支援体制整備事業 6.6%
・支部運営事業 4.8%
・ふれあいデイサービス事業 6.5%
・その他の地域福祉事業 21.0%

一般会費 ……………
賛助会費 ………………
団体会費 …………………
特別会費 ……………
合　　計 ……………

16,162,300 円
604,000 円
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利用料・参加費収入  1%

その他の収入（寄附金収入など）4%
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　日常生活上の判断が十分にできない方が、地域で安心して生活が送れるように、福祉サービスの利用手続き、
金銭管理などをお手伝い（援助）する事業です。

日常生活自立支援事業のご案内日常生活自立支援事業のご案内
愛称あんしんねっと

お問い合せ先：北上地域福祉権利擁護センター（北上市社会福祉協議会内）

　ひきこもり状態や不登校に係る個別相談会を次のとおり
開催しています。
　年間の日程など詳しい内容は、当協議会ホームページを
ご確認ください。

相談を希望される方は実施日の５日前まで
に電話・LINE・Google フォームからお申
込みください。

そらをみた会　代表　阿部　直樹　氏
　（岩手県ひきこもり支援センター相談員）

（１）ひきこもり状態及び不登校の当事者や家族等
（２）ひきこもり及び不登校に係る支援者

年 12回（下記QRコードからご確認ください）
午後１時 30分～午後４時 30分

※希望者が多数の場合、１回あたりの定員の増員または臨時の
相談会を実施して対応します。

北上市総合福祉センター
（北上市常盤台２丁目1-63）

のご案内のご案内「 個 別 相 談 会 」「 個 別 相 談 会 」

日 時

会 場

対 象

申込み

専門相談員

車いす貸出＆チャイルドシート貸出事業について車いす貸出＆チャイルドシート貸出事業について
　当協議会では、障がいやケガ等で歩行が困難な方に対する車いす及び乳幼児がい
る家庭に対するチャイルドシートの貸し出しを次のとおり行っています。

車いす

北上市民及び北上市に所在する団体
※要介護２以上の方が利用する場合は対象外とします。
　ただし、レンタルの手続き期間中の貸し出しは可能です。
標準型車いす
無料
１か月以内

対  象  者

貸 出 品 目
利  用  料
貸 出 期 間

チャイルドシート

北上市民及び北上市に所在する団体
※使用できるチャイルドシートを保有する場合は貸出不可
４歳以下を対象とする新生児、乳児及び幼児用のチャイルドシート
無料  ※返却時のクリーニング代はご負担いただきます
１年以内（ただし、帰省者や来訪者の利用の場合は１か月以内）
利用希望日の１か月前～１週間前までにお問い合せください。お問い
合せ時に使用予定の車種と車の年式等を確認します。

対  象  者

貸 出 品 目
利  用  料
貸 出 期 間

ひきこもり地域支援センター

北上市社会福祉協議会

　当協議会では、「ひきこもり」に関する相談窓口を設置しています。ひきこもり相談支援員が本人や家族等からの
相談に応じ、今できることを一緒に考えます。また、専門相談員による「個別相談会」も開催しています。

ひきこもり支援の対象者は？
　一人ひとり状態は異なりますが、下記
の状態にある本人や家族（世帯）が対象
になると考えられます。
○社会的に孤立し、孤独を感じている方
○生きづらさを抱え、何らかの生活上の
困難を感じている方
○家族を含む他者との交流が限定的
（希薄）な方
○その他、外出や他者との交流が困難
で、何らかの支援を必要としている方

「ひきこもり相談窓口」のご案内「ひきこもり相談窓口」のご案内

あなたのキモチを
　　　聞かせてください。

0 8 0 - 2 8 3 1 - 8 8 4 7
（ひきこもり相談支援員）
7 2 - 6 0 7 4

（暮らしの自立支援センターきたかみ）

電話相談・面談予約

◆開設日時：月～金曜日 午前9時～午後5時
◆メ ー ル：kurashijiritsu@gol.com
◆公式ＬＩＮＥアカウント「北上市社協
　ひきこもり・不登校相談」
　LINEでも面談予約・相談
　できます
　　【ID：760imjhb】

自宅等への訪問も
行います

Google フォーム 個別相談会日程

知っていま
すか？

○どんな人が利用できるの？○どんな人が利用できるの？
認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者などの方で、自分ひとりで契約などの判断をすることに不安が
あったり、お金の管理に困っている方など

例えば… ● 福祉サービスを使いたいけれど、手続きの仕方がわからない。
● 最近物忘れが多くて、通帳やハンコをちゃんとしまったか不安になる。
● 市役所から書類がたくさん届くけれど、どう手続きしたらいいかわからない。
● 計画的にお金を使いたいけれど、いつも迷ってしまう。

※ ご本人に契約の意思があり、契約内容が理解できる方が対象となります。

○どんなサービスが受けられるの？○どんなサービスが受けられるの？

①福祉サービスの利用援助
福祉サービスを安心してご利用
できるようにお手伝いします。

②日常的金銭管理サービス
日常的な金銭管理をお手伝い
します。

③書類等預かりサービス
保管を希望する書類等を
お預かりします。

○サービスの利用手続きはどうすればいいの？○サービスの利用手続きはどうすればいいの？

お困りの方は、当協議
会権利擁護センターへ
ご連絡ください。ご本
人以外でもご家族など
身近な方、各種相談機
関、民生委員などを通
じてのお問い合わせに
も対応します。

当協議会の専門員がご
自宅などを訪問し、お
困りごとなどをお伺い
します。相談にあたっ
てはプライバシーに配
慮し、秘密は必ず守り
ます。

ご本人のご意向を確認
しながら、当協議会の
専門員が支援計画を立
てます。その計画で承
諾いただければ、社会
福祉協議会と契約しま
す。

契約に基づいて、生活
支援員がご本人に代
わって支払いを行った
り、書類をお預かりす
るなどのサービス（支
援）を行います。

①相談の受付 ②相談・打合せ ③支援計画作成
・契約

④サービスの開始

○サービスの利用料金は？○サービスの利用料金は？ 契約後、サービスを利用する際は料金を負担いただきます。
相談や支援計画の作成は無料です。

区　分 料　金

基本料金 １回の支援につき200円

利用料金
１時間1,500円
※1時間を超えた場合、30分750円を加算

お問い合わせ・申込先  ：  総務課

※生活保護を受給中の方は、月３回目の支援から基本料金（1回200円）を負担いただきます。



45

2026 年 7 月 17 日発行きたかみ社協だより　No.2162026 年 7 月 17 日発行 きたかみ社協だより　No.216

　日常生活上の判断が十分にできない方が、地域で安心して生活が送れるように、福祉サービスの利用手続き、
金銭管理などをお手伝い（援助）する事業です。

日常生活自立支援事業のご案内日常生活自立支援事業のご案内
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※生活保護を受給中の方は、月３回目の支援から基本料金（1回200円）を負担いただきます。
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71No.ボラ   みみンティアンティア より情報より情報

北上市社会福祉協議会ボランティア活動
センターからの お知らせです。

2026 年 7 月 17 日発行きたかみ社協だより　No.2162026 年 7 月 17 日発行 きたかみ社協だより　No.216

　当協議会では、ボランティア活動への参加促進を図ることや、ボ
ランティア活動に参加しやすい環境づくりを目的として、市内のボラ
ンティア団体や福祉施設等が募集するボランティア情報一覧「つ
なぐ」を毎月第２水曜日に発行しています。

ボランティア募集情報を
　　「つなぐ」に掲載しませんか？
ボランティア募集情報を
　　「つなぐ」に掲載しませんか？

・北上市総合福祉センター
・北上市文化交流センター
　さくらホール feat.ツガワ
・北上市生涯学習センター
・北上市立中央図書館
北上市社会福祉協議会のホーム
ページでご覧いただけます。

掲示・配架場所

　赤い羽根自動販売機は、飲み物を購入すると、その売上の
一部が「赤い羽根共同募金」に寄付される仕組みです。
　岩手県共同募金会と覚書を締結した飲料メーカーと、設置
する法人（企業・事業所）の間で設定した割合で募金いただ
きます。

　自動販売機の新規設置の他、既存の自動販売機を赤い羽
根自動販売機に入れ替える方法もあります（既存の契約内容
等により、入れ替えができない場合があります）。

お問い合わせ先
北上市共同募金委員会

（北上市社会福祉協議会）
電話：64－1212

「赤い羽根自動販売機のご案内」「赤い羽根自動販売機のご案内」「赤い羽根自動販売機のご案内」自動販売機でできる社会貢献

飲み物の売上の〇％を寄付
購入いただいた飲み物１本あたり〇円の寄付  など

例えば…

・普通第二種免許を所有している方
・普通第一種免許のみ所有の方でも、運転者講習（１日）を
受講すれば、ボランティア活動ができます。受講料の個人
負担はありません。（講習受講後に活動開始となります。）
・１回の活動につき活動費500円を支給しています。

　移送サービスは、在宅で生活している高齢者・障がい者等で既
存の交通機関を利用することが困難な方を対象に、病院や公共機関
への送迎を行う事業です。その運転ボランティアを募集します。

運転ボランティア募集運転ボランティア募集 当協議会の車輌を使用
し、利用者を送迎する
ための運転を行います。

移送サービス事業

・企業の方々がこども園の環境整備ボラン
ティアに参加しました。
・中学生が保育補助のボランティアに参
加し、継続的な活動につながりました。
・一人暮らし高齢者等へお弁当を届ける
配送ボランティアとして活動しています。

ボランティア活動につながった例ボランティア活動につながった例

募金百貨店プロジェクト（寄付つき商品）のご案内
赤い羽根共同募金

北上市社会福祉協議会のFacebook及びホームページで、協力企業（店舗）を紹介しています。
また、ご協力いただける法人、企業（店舗）、団体を随時募集しています。
募金百貨店プロジェクトの詳細については、お問い合わせください！

●カラーリング１回につき 10円
●寄付つきのメニュー 1食につき 5％  など

北上市内の寄付
つき商品の例

　募金百貨店プロジェクトは、企
業・団体と北上市共同募金委員
会が共同で「寄付つき商品」を企
画し、対象商品の売上げの一部
を「赤い羽根共同募金」へ寄付し
ていただくプロジェクトです。売
上は地域課題解決のための財源
となり、企業（店舗）・団体、地域
住民、共同募金、すべてにメリッ
トがある取り組みです。
　北上市共同募金委員会（北上
市社会福祉協議会）では、令和４
年度から各企業（店舗）・団体の
強みや特徴を活かした「寄付つき
商品」を企業（店舗）・団体と一
緒に企画し、取り組んでいます。

さまざまな福祉活動に活用します

企業（店舗）
団体等

共同募金会
地域へ助成

地域の福祉活動

購入者
（地域住民）

売上の
一部を
寄付

寄付つき
商品や
サービス

購入や
利用

企画
サポート

募金百貨店
プロジェクト募集の例募集の例

・地域行事の運営ボランティア
・保育施設や病院等の
　環境整備ボランティア
・広報の点字への翻訳及び
朗読のボランティア

など

地域福祉課 メール：tsunagu@gol.comお申込み・
お問い合わせ

専用の掲載申込用紙によりお申込みくだ
さい。（様式は、当協議会ホームページの
お知らせ欄に掲載しています）

 掲載申込方法

地域福祉課　ボランティア活動センターお問い合わせ先
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負担はありません。（講習受講後に活動開始となります。）
・１回の活動につき活動費500円を支給しています。

　移送サービスは、在宅で生活している高齢者・障がい者等で既
存の交通機関を利用することが困難な方を対象に、病院や公共機関
への送迎を行う事業です。その運転ボランティアを募集します。

運転ボランティア募集運転ボランティア募集 当協議会の車輌を使用
し、利用者を送迎する
ための運転を行います。

移送サービス事業

・企業の方々がこども園の環境整備ボラン
ティアに参加しました。
・中学生が保育補助のボランティアに参
加し、継続的な活動につながりました。
・一人暮らし高齢者等へお弁当を届ける
配送ボランティアとして活動しています。
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募金百貨店プロジェクト（寄付つき商品）のご案内
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募金百貨店プロジェクトの詳細については、お問い合わせください！

●カラーリング１回につき 10円
●寄付つきのメニュー 1食につき 5％  など

北上市内の寄付
つき商品の例

　募金百貨店プロジェクトは、企
業・団体と北上市共同募金委員
会が共同で「寄付つき商品」を企
画し、対象商品の売上げの一部
を「赤い羽根共同募金」へ寄付し
ていただくプロジェクトです。売
上は地域課題解決のための財源
となり、企業（店舗）・団体、地域
住民、共同募金、すべてにメリッ
トがある取り組みです。
　北上市共同募金委員会（北上
市社会福祉協議会）では、令和４
年度から各企業（店舗）・団体の
強みや特徴を活かした「寄付つき
商品」を企業（店舗）・団体と一
緒に企画し、取り組んでいます。

さまざまな福祉活動に活用します
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さい。（様式は、当協議会ホームページの
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地域福祉課　ボランティア活動センターお問い合わせ先
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（敬称略・50音順、6月30日まで受付分）まごころ
●北上市オリエンテーリング協会 …………
●北上市ペタンク協会 …………………………

181,295 円
6,000 円

（ほか54,000円を市内子ども食堂に寄付）

●Folk の森緑化推進協議会 ……………
●匿名 ………………………………………
●匿名 ……………………………………

5,000 円
1,000 円

100,000 円

北上市社会福祉協議会へ寄付
TEL 0197-64-1212　FAX 0197-64-7580

E-mail shakyou@kitakami.ne.jp
ホームページ https://www.kitakami-shakyo.jp/

編集発行

社会福祉法人 北上市社会福祉協議会
〒024-0012 北上市常盤台二丁目１番63号

発行：令和8年7月17日

No.216

きたかみ

社協だより社協だより社協だより
この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

社協は、
社会福祉協議会の略称です。
社協は、
社会福祉協議会の略称です。

　当協議会では、地域の中で支援が必要
な方の見守り・訪問活動などを行い、安心し
て暮らせるまちづくりを推進することを目的に
「福祉協力員」を委嘱しています。
　地域福祉の推進役として見守り活動のほか、高齢者サロン「ふれあいデイサー
ビス」の運営、民生委員・児童委員と連携協力や当協議会の事業に協力いただい
ております。

　当協議会では、地域の中で支援が必要
な方の見守り・訪問活動などを行い、安心し
て暮らせるまちづくりを推進することを目的に
「福祉協力員」を委嘱しています。
　地域福祉の推進役として見守り活動のほか、高齢者サロン「ふれあいデイサー
ビス」の運営、民生委員・児童委員と連携協力や当協議会の事業に協力いただい
ております。

福祉協力員は “地域の笑顔 ”のために
活躍しています

主な内容 ●令和7年度事業報告　●ひきこもり地域支援センター事業について
●日常生活自立支援事業の紹介　●ボランティアみみより情報　●社協支部情報

北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２

●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない記事については、全て下記にお問い合わせください。●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない記事については、全て下記にお問い合わせください。

社 協 支 部 情 報 江釣子支部

　江釣子支部では、「きれいかつ清潔を維持しましょう」
を合言葉に、毎年６～７月に通学や通勤で利用する江釣
子駅舎及びその周辺を江釣子小学校及び江釣子中学校
の福祉委員会を中心に、地域の福祉団体と連携し、清掃
活動を実施しています。
　例年100名程の方々に参加いただき、地域での支え合
いや助け合いの気持ちを育んできました。今年も６月30
日（火）に実施し、参加者全員が協力して駅舎の窓ふきや
周囲の草取り等の清掃活動を行い、気持ちよく利用でき
る江釣子駅舎となりました。
　参加した生徒は「駅を利用している方々が、気持ちよく使っていただければ嬉しい」と話し、支え合
いや助け合いの気持ちが地域に根付いていることを実感しています。来年度以降も、江釣子小学校
及び江釣子中学校、地域の福祉団体が一体となり、活動を継続していきます。

若い世代の福祉活動等参加促進検討会 (仮称 )を設置！
若い世代の福祉活動等参加促進検討会を開催しました！若い世代の福祉活動等参加促進検討会を開催しました！

　当協議会では、令和７年度から若い世代（児童・生徒を含む）が地域福祉活動等に参画する仕組みづ
くりの検討を行うことを目的に「若い世代の福祉活動等参加促進検討会」を設置しています。メンバーは

北上青年会議所役員、北上市PTA連合会会員、専門学校の
学生、地域福祉活動を実施する企業の社員、当協議会職員
です。
　去る６月11日に第３回（令和８年度第1回目）の検討会を
開催し、地域福祉活動に参加してもらうためのアイディアや
工夫についてグループワークを行いました。
　今年度は地域福祉活動やボランティア活動への参加を促
進するため、企画や募集を行う際の工夫などを整理した「ガ
イド」を作成する予定です。

J R 江 釣 子 駅 舎 清 掃 奉 仕 活 動 を 実 施 し ま し た

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

ふれあいデイサービス
運営の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子

福祉協力員協議会
総会の様子


